




A study of piano education in France
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Abstract
Nowadays, musicians have been fostered not only in Europe and the U.S but in Asia. Western mu-
sic education in Japan seems to be at quite high level as an education indigenous to Japan, with a lot
of knowledge and experiences having long been introduced from Europe where such music was origi-
nated.
Here, I’ve considered practical piano education today in France interweaving a comparison with
that in Japan.

































































































第 1 課程 1 年 1）任意のエチュード3曲（Chopin 1曲、Liszt 1曲、その他1曲）
2）J.S.Bach平均律より2曲（当日指定の1曲を演奏）
3）試験日5週間前に発表される課題曲




第 1 課程 3 年 45分以内の任意のプログラム（複数の時代様式の作品を選択）
第 2 課程 1 年 以下を含む50分以内のリサイタルプログラム
1）試験日2か月前に発表される課題曲
2）2つ以上の異なった時代様式の作品を選択








































































イ）Schubert, Weber, Mendelssohn, Chopin, Schumann, Liszt, Brahms


































●F. Schmitt La tragique chevauchée op.70-2（1922）
●Schumann トッカータ
●Mendelssohn/Rachmaninoff 真夏の夜の夢より　スケルツォ
● J. Castérède 4つの練習曲　1番（1958）
３．２　レッスンについて
フランスのエコールノルマル音楽院を例に挙げてみると、毎週のレッスンはいつも何人も
の学生が聴講していた。すべての教授がそのようなレッスンを行っているわけではないが、
私の経験はそうであった。自分のレッスン時間より何時間も早く来て、弾き終ってまた何時
間も聞いて帰る、一日中レッスン室にいることが当たり前であった。実際は聴講に来ている
のではなく、レッスンの順番待ちであったが、他の学生のレッスンを聞くことは自分が受け
るのと同じくらい勉強になるものであった。また毎週、人前で演奏する緊張感を体験できる
場でもある。日本よりも学生同士がお互いの演奏を聴きあう機会が非常に多く、それが切磋
琢磨することにもつながっているように思う。
内容としては、フランスは感覚的なものを大切にする。作品へのアプローチがまず感覚的
であり、理論的なものでそれを支えていく。そして、響き、音色から作られる空間への探求
である。指よりも耳である。耳よりも指になりがちな日本のピアノ教育とは異なるであろう。
日本にはない、石造りの古い建物や教会などの音響空間の違いも大きく影響していると思う。
そして生きた音楽に存在する息づかい、フレーズの重要性である。私の師事した故ジェルメ
ーヌ・ムニエ教授のレッスンでは楽譜に書かれていることをどう読み取るか、ということに
多くを学んだ。そのために、実際に歌ってみることをよく要求された。読譜というのはとて
も基礎的なものであると同時に、限りなく奥が深いものである。そして、それを音への表現
につなげるには具体的に何をしたらよいのか。フレーズを正しく表現するための多くの技術
を学び、またペダルの使い方で音楽が大きく変わることを知ることができた。ドビュッシー
（Claude Debussy,1862～1918）は大変細かな指示を楽譜に記した。細部にわたる記譜されてい
ることの読み取り、ペダルによる空間の作り方、フレーズの表現方法、そして描写的な感覚
はフランスにおける他の様々な国の作曲家の作品への解釈においても少なからずとも影響が
あるのではないか。硬質な音を嫌い、柔軟なタッチを持つことの多いフランス人の演奏する
ベートーヴェンはどこかフランス風であるし、モーツァルトの作品においてフレーズの最後
を弱くし過ぎると「あなたはいつからフランス人になってしまったの?」とムニエ教授に言わ
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れたものである。
おわりに
フランスはつい数年前までラヴェル（Maurice Ravel、1875～1937）から直接教えを受けた、
というようなピアニストが存在し、私自身その話を直接聞くことができた。フランス音楽が
一番充実した時期が時代的に現在に近いからであろう、作品に対する作曲家本人の希望やエ
ピソードといったものが生の情報として入ってきた。フランス人しか教授になることができ
ないパリ国立高等音楽院を中心にその伝統が確実に受け継がれているように思う。そこには
フランス独自の音楽教育が今も色濃く存在している。日本は長年をかけてドイツ、フランス
またはそのほかの国から取り入れた多くの知識、感覚が日本において受け継がれ、すでに独
自の歴史がある。もともとは自国の文化ではなかったものをここまで取り入れ、高めてきた
のも、日本人の勤勉さと器用さによるものではないだろうか。一方で日本人は受け身の態勢
であることが多いように思う。レッスンにおいても自分がこう弾きたい、というよりも、あ
まり色づけされていないキャンバスにどう色を塗ったらいいのでしょうか、といった具合で
ある。その受け身の態勢は素直さの表れでもあり、それによってより多くのことを吸収でき、
色の塗り方によっては素晴らしくなれるのは事実である。西洋の国々が受け継いできた伝統
を基礎にした日本独自の音楽教育が今後どのように発展していくのだろうか。現在の日本で
は演奏の基礎を学ぶ環境は整っている。しかし、そこから先の精神性、人間性を音によって
表現していくには音楽教育のみに頼ることはできないであろう。伝統を守りながらも、大き
な改革によって新しい風が吹き始めたフランスを今までのように後から追いかける時代では
もうないのかもしれない。今や音楽家は国境を超えて世界を行き来する時代である。日本人
だから、フランス人だからといった評価ではなく、国籍に関係なく同じ尺度で評価される。
日本も芸術の未来に向かって自ら風を吹かせるべき時代なのではないだろうか。
参考文献
インタビューを中心にと多くの資料を参考にしたが、資料はいずれも公刊されたものでは
ないのでここには掲載しなかった。
31尚美学園大学芸術情報研究 第14号　フランスにおけるピアノ教育への考察
